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＜具体的な取組や成果＞ 

１ 海外とのオンライン交流会 

【目的】 

 ・グローバリーゼーションを生き抜く、将来を担う児童に貴重な経験を与え、国際感覚を

養い、異文化理解を図る。 

 ・海外の同世代の子どもたちと交流することで、児童の視野を広げる。 

【取組内容】 

 ・４年生から６年生が、年間２回アメリカ・ハワイ（令和５年度実施）の小学校とオンラ

インでつなぎ、交流会を行った。今年度は、フィリピンとマレーシアの小学校との交流

を実施した。 

・自己紹介やジェスチャーゲーム、３ヒントクイズ、お互いの学校の紹介、質問コーナー

等を行った。 

・学校紹介において、お互いの校舎内や学校の周りの景色を映像で見せ合った。 

【成果】 

・海外の文化や気候、環境等が違う様子を理解することができ、外国（海外）に対する興

味・関心を高めることができた。 

・学校で学習した外国語を使うことで、会話ができた喜びを感じたり、コミュニケーショ

ン能力を身につけたりすることができた。 

【児童の感想】 

 

 

 

 

 

 

 

【交流会の様子】 

 

 

 

 

 

 

他の交流会の様子については、越生町立越生小学校ホームページへ 

https://ogosyo.blogspot.com/  ＊ホームページ内「オンライン交流会」で検索 

＜学校名＞ 越生町立越生小学校 

＜所在地＞ 入間郡越生町黒岩２５１ 

＜電 話＞ ０４９－２９２－２０７１ 

＜本事例の特徴＞ 

 海外経験が豊富で英語が話せる教員や学校の教育活動に協力的なＡＬＴ、ＡＬＴを派

遣している会社と連携したオンラインによる海外との交流会を紹介する。交流会を通じ

て異文化を理解することや学習した外国語を使って会話をすることができ、児童の国際

理解についての感覚を高めることができた。 

 

 

・自己紹介をしたり、ゲームをしたりして楽しく会話することができた。 

・ハワイの小学校の景色がとてもきれいだった。いつか行ってみたいと思った。 

・授業で習った英語が通じてうれしかった。 

・もっとたくさん英語の勉強をして、いろいろなことを話したいと思った。 

https://ogosyo.blogspot.com/

